
第２節　研究業績

１．イチゴ

（１）品種比較

　試験地発足と同時に各地から代表的な１４品種を集め昭和２９年から露地栽培で品種比較試験を行い、当

地方に適する品種を検討した。久留米８～１４号、長 寿などの品種も含まれていたが、幸玉が生育、収量、品

質ともに優れており、また加工適性もあり、有望と認められた。また昭和４０年に当時促成用として新し く育成

された７品種を紅鶴を対照として比較検討した。果実の大きさ収量、食味、奇形果の発生の多少などについ

て調査したが、促成４号が最も優れていた。こ の品種は「はるのか」と命名されハウス促成用として栽培された

が、芳玉の促成栽培技術の確立にともない、本県での栽培はしだいに消滅した。

（２）芳玉の育成 

　徳島県でも静岡県、神奈川県から福羽を導入して促

成栽培が試みられたこともあったが、苗がほとんど越夏

しないことから耐暑性のある早生品種を育成しよう と、

昭和２８年から福羽を親とし他品種との交配を行ったが、

福羽の自然交配実生株からほぼ目的に近い系統を選

抜し、昭和３１年に「芳玉」と命名した。収穫 期は福羽と

同程度、果色は鮮明で光沢があり食味は非常によい。

当初はひな段式で栽培されたが、その後はトンネル栽

培になり、昭和４０年になってハウス栽培 となり面積も急

に増加した。昭和４２年にはじめて大阪市場に出荷され

るようになり当時大阪市場を独占していた静岡県の福羽

を完全に駆逐した。

　昭和４７年より１２月下旬出荷始めの促成型に移行し、

１～３月の大阪市場の３０％を占有し、名実ともに徳島イチゴの地位を確保した。昭和５０年代当初は 県内で

も約１５０ ha の栽培面積をもち、９５％が芳玉で占められ、昭和５５年には約３０億の販売額をあげている。その

後他県より新品種の導入があり、芳玉 の面積も減少しているが、大阪市場で徳島イチゴの名声を博したのも

この品種に負うところ大である。

（３）芳玉のトンネル栽培技術確立

　ひな段式の早どり栽培に代る方法として平床にトンネル型にビニールを被覆した早どり方法が先進地で他

品種を使用して行われるようになったので、芳玉につ いての試験を昭和３３年から実施した。トンネル栽培で

問題になるのはビニールの被覆開始時期であるが、収穫期は早がけほど早くなるが、逆に草勢が弱く収量 も

少なくなる。収穫期はややおくれるが、最も草勢が強く多収であったのは１月１５日の保温開始であり、この時

期をビニール被覆適期と認めた。このトンネル 栽培は徐々に増加し、３０年代はこの作型で徳島市場に出荷

された。

（４）芳玉の半促成栽培技術確立

　芳玉がトンネル栽培からハウス栽培に移行したのは４０年代に入ってであるが、当時のハウス栽培はトンネル

栽培よりやや早めの１２月中～下旬頃のビニール 被覆で３月上旬からの収穫であった。しかし、さらに早期の

ビニール被覆で早どりが可能かどうかを検討するため１１月上旬より順次ビニール被覆を行い早どり 効果を検

討した。芳玉では１２月上旬以後のビニール被覆で草勢がよくなり、１２月上旬被覆で１月下旬の収穫始めと

なる。また宝交早生では１２月下旬以後の ビニール被覆で草勢が良く、２月下旬の収穫始めとなるなど品種

によってビニール被覆適期に差のあることが明らかとなった。この作型は当時準促成栽培と呼ば れたが、そ

の後の研究でイチゴに休眠のあることがわかり、休眠が醒めてからビニール被覆を行う栽培型を半促成栽培

と呼ぶようになったが、芳玉の休眠は１１ 月下旬に醒めるためこの栽培型も後から半促成栽培と呼ばれるよう

になった。イチゴのハウス栽培の基本型である。

２．ナス

（１）トンネル栽培技術の確立

　藍住地方は早熟ナスの産地として知られたところであるが、ビニールが出始めた当時、ナスの早どり栽培に

ビニールが利用できないだろうかというのが生産者 の望みであった。このため、昭和３０年よりビニールをトン

ネル型に被覆してこの中にナスを植え、早どりのための実験を開始した。先づ３月下旬から順次定植 してみ

ると早植えほど草勢はおう盛となる反面、落花が多く、早植え必ずしも早どりとはならない。またトンネル内は

露地に比べて夜間は２～３℃くらいしか高 くないが日中は４０℃～５０℃にもなり、そのまま放置すると大部分

が落花したり奇形果となるが、３０℃以内になるように換気すれば落花や奇形果が少なくな ることもわかってき

た。さらに、ビニールトンネルに夜間コモかけを行うと２℃くらい高く、また電熱線を埋設して通電したり、二重ト

ンネルにするとさらに夜 温も高まり、早く定植できるが、ビニールトンネルだけによるばあいの定植時期は４月

上旬頃が適当で、露地植えより２０日程度早植えできる。また品種として 橘真が適当であるなど栽培技術の

概要を明らかにした。

（２）ハウス半促成栽培技術確立

　トンネル栽培はしだいに大型化し、昭和３５年頃には内部でも作業の可能なハウス形式となったが、さらに保

温性を高めたり作業性をよくするためハウスは大 型となり、昭和３８年頃にはハウス内を多層被覆化して、定

植期も２月中～下旬となった。しかし、従来の早熟栽培と同様な苗が使用されていたため早期定植に 耐え、

不良環境下においても生産力を発揮する苗質について昭和３９年より検討を始め、従来のような老化苗でな

く、やや乾燥気味の適温下で育苗した８０日程 度の若苗が活着もよく、草勢維持の容易なことを明らかにした。

またハウスの大型化に伴う固定化によって連作障害として半枯病が多発するようになったので接 ぎ木につい

て検討し、アカナス台木てほぼ完全に防止できることや、接ぎ木栽培では草姿が異ってくるため定植本数や

整技法についても検討し、１０ａあたり ２，０００本程度の３本仕立てが最も多収となった。さらに接ぎ木ナスの

温度管理としては無接ぎ木に比べやや高温を必要とし、最低１２℃くらい必要なことな ど半促成接ぎ木ナスの

栽培技術を確立した。 

第 1表　ナスに対する 2,4D- の開花前処理による濃度試験 

　　　　　　　　　　　濃度

項目　　　　　　　　　

倍　　　 

　　 10,000
倍　　　 

　　 25,000
倍　　　 

　　 50,000
倍　　　 

　　100,000 無　 処 　理

収　穫　果　数　　 91 87 86 75 83

収　穫　日　数　　 　13.4 　15.3 　17.7 　17.1 　21.3

　 平　均　果　重　( g ) 　78.0 　81.1 　78.2 　74.7 　 76.25

　1日平均肥大重　( g ) 　　 5.90 　　 5.36 　　 4.46 　　 4.42 355　

　　果　　梗　　長　( cm ) 　　7.4 　　7.3 　　6.9 　　6.9 　　6.8

　　果　　　 　　長　( 〃 ) 　12.4 　12.4 　11.8 　12.4 　11.6

　　果　　　 　　径　( 〃 ) 　　4.4 　　4.5 　　4.4 　　4.3 　　4.4

径／長×100　　 　35.2 　36.1 　36.6 　34.8 　37.9

果　 形

正　常 82 77 83 70 63

中 9 10 3 5 17

変　形 0 0 0 0 3

亀裂果

1 20 18 11 12 3
2 3 7 0 4 0
3 1 1 0 0 0

計 24 26 11 16 3

罹　病　果　数　　 9 23 12 25 2

落　　果　　 数　　 0 0 0 0 15
　　註 1) 播種 12月 25日，定植4月 6日ビニールハウス（3m×1.5m×18m）に定植。

　 　　 2) 各 10株第 2～11花の 10花宛，計100花につき調査。 

　 　　 3) 亀裂果 1は 1cm未満，3は 3cm以上，2はその中間。 

　 　　 4) 罹病果はボトリチスによる被害。 

（３）ホルモン剤利用による落花、奇形花の防止

　ナスのトンネル栽培において最も問題になったのは落花、奇形

果の防止であった。このため昭和３４年より２，４－Ｄ、ナフタレン醋

酸、トマトトーンなどを使用してこの効果を検討した。

　 開花前のつぼみを所定の液に浸漬した結果では、２，４－Ｄ（ア

ミン塩）、トマトトーンに防止効果が認められたが、果の肥大などの

点より２，４－Ｄが優れて おり、３～５万倍の希釈液に開花５～７日

前のつぼみを浸漬することによってほぼ完全に防止できることが

明らかとなった。その後新しく発売されたトライロン について昭和３

９年に実用性を検討した。開花前のつぼみ浸漬、葉面からの全面

散布についての効果は期待できなかったが、開花当日の花柱散

布の効果は高かっ た。その後トンネルからハウスになり、定植期も

早まって、長期にわたってのつぼみ浸漬は非常に労力を要する

ので葉面散布についての効果や処理法を昭和３６ 年度から検討

した。

　特に低温期や定植直後の若苗には薬害の発生が多くて利用で

きないが、２番花の開花期となると２，４－Ｄ（アミン塩）２５～３０万

倍希釈液を葉面が湿る程 度に散布することによって８０％程度の

効果がある。また１回散布の効果は１０日ぐらいあるので、１０日間

隔の散布によって連続効果を持続できるが、薬害が 発生した場

合はハウスを高温管理することによって軽減できることなどの処理技術を確立した。その後発売されたトマコン

についての実用性を昭和４２年度に検 討したが、つぼみ浸漬処理では５０倍で２，４－Ｄ３万倍と、また全面

散布については３００～５００倍で２，４－Ｄ３０万倍と同等の効果を示した。

３．シロウリ 

（１）阿波みどりの育成

　徳島県にシロウリが導入されたのは昭和のはじ

めであるが、当時は面積も少なかった。その後戦

時中に一時中断したが、昭和３５年にすでに４６

ha の栽培が 再開されており、昭和３０年頃から

急激に増加し、最も栽培面積の多かった昭和４６

年には４５３ ha の栽培が行われ、全国一の奈良

漬原材ウリの生産が行われ ていた。

　しかし、当初は収量も低く、特に品質の揃いが

悪かったため品質の統一を計画し、県内各地か

ら優良とみられる系統を集めて比較検討し、最も

優れていた岡田 系をさらに系統分離し最も優れ

ていた１系統を「阿波みどり」と命名した。奈良漬

の品質が特に優れていることが特徴であるが、形

が大き過ぎることや形が崩れ やすいなど最近の嗜好にあわない点で泉州などの品種に替ってきたが、品質

を重視する高級品では依然として阿波みどりが要望され、現在でも採種が行われ、種 苗協会を通じて販売さ

れている。

（２）接ぎ木栽培技術 

　シロウリの栽培面積増加に伴って休栽期間が短くなったり連作を余

儀なくされて土壤病害の発生が多くなり、この対応が要望されるよう

になり、昭和４０年よ り接ぎ木による回避試験を実施した。各地から

台木用のカボチャ、ユウガオの品種を集めて検討した結果、新土佐

南瓜が最も適当と認められたが、シロウリの接 ぎ木で最も問題にな

るのは親和性であり、この不親和は生育中期の幼果の肥大期頃から

急激に萎凋・枯死するのが特徴であり、接ぎ木による活着率や幼苗

期だけ の生育では親和性の検定は困難と認められた。

　その外接ぎ木方法や栽植密度、施肥法などについても検討を行

い、着及に移したが、つる割病、つる枯病などの土壤病害の防除だ

けでなく、長期にわたって草 勢の維持が可能となり、２０～３０％の増

収効果をあげている。需要の減退から昭和５７年度１３０ ha にまで減

少したが、すべてこの接ぎ木栽培が実施されて いる。

（３）新薬剤のうどんこ病防除効果

　シロウリに発生の多いうどんこ病に対する新薬剤の防除効果を知る

ため、カラセン、水和硫黄外１０種類の薬剤について昭和３２年より２

年間検討を行った。 最も効果の高かったのはカラセン１０ｇ、水１０ ｌ

であり、べと病と同時発生のばあいはダイセン２５ｇの混用液の効果

が高かった。また当時べと病に利用されていた三井ボルドーの混合

液はカラセンによるう どんこ病の防除効果を低下させた。カラセンは盛夏期の高温時の散布は薬害の発生の

おそれがあるが、うどんこ病防除の主要薬剤として長期間利用された。

４．キュウリ

（１）加工用キュウリの栽培技術

　加工原料用シロウリの栽培と並行して急激に面積が増加したのは加工用キュウリの栽倍であって、板野町、

藍住町などを中心に昭和４０年当時１５０ ha の栽 培が行われていた。従来この栽培に対しては台湾毛馬や四

葉をどの品種が使用されていたが当時これらの品種を親にした優良品種が相次いで育成されたので昭和 ４

０年より５年間、品種の特性調査と併せて栽培法を検討した。加工適性については食品加工試験場に依頼し

た。この結果、さちかぜ、近成四葉、近成山東など が加工適性もあり、収量も従来のものより高く、優良品種と

して栽培基準にも採用した。またこれらの品種は１０ａあたり６００本程度の栽植密度とし、網支柱 とすることに

よって品質の向上ばかりでなく多収穫となり、現地にも普及した。

（２）キュウリのべと病、炭そ病に対する新薬剤の効果

　昭和２９年当時、キュウリの病害防除薬としてダイセン、三井ボルドー、ザーラムなどの新薬剤が販売される

ようになったので露地早熟栽培のキュウリについ てそれぞれの薬剤を散布して、従来から使用されていたボ

ルドー液との効果を比較検討した。べと病、炭そ病について調査したが、いずれの薬剤も発病始期は無 散布

区に比し５～６日遅く、散布区は被害甚になる時期は無散布区に比し１０日以上遅く、最も遅かったのはダイ

セン、続いてザーラム、ボルドー液、三井ボル ドーの順となり、ダイセンが最も効果が高く、また生育、収量と

もに優れており、べと病、炭そ病の代表薬剤として使用されるようになった。

５．ハクサイ

（１）春播ハクサイの栽培法

　昭和２８年当時一般には栽培されていなかったが、当地方での栽培が有望と認められたので、展示を兼ね

て播種期、育苗法、有望品種などについて試験を開始 した。２月６日播は１００日前後、３月６日播は８５日前

後で収穫期となり、２月播種も可能であった。２月６日播種の４０日育苗は抽だいが心配されたが、実 際上問

題はなくかえって多収となった。また品種としては野崎春播１号が収穫期が早く品質面でも良好であった。こ

の栽培法は徐々に増加したが、トンネル栽培 によって収穫期が早くなってから急激に増加し、現在も栽培が

続けられている。

（２）秋播ハクサイ品種比較

　当地はハクサイの栽培が多かったため絶えず新しい品種を導入して展示を兼ねて比較試験を行い、有望

品種の選定を行った。昭和３４年の試験では野崎交配２ 号、平塚１号などが有望品種として登場し、３８年に

は大関、王将が、また昭和４５年には無双、金将、横綱１～２号が選定されている。従来固定種であった品 種

が昭和３５～３６年頃より自家不和合性の一代雑種に代り揃いが良く栽培もしやすくなった。

６．ニンジン

（１）金時ニンジン品種比較

　昭和３０年代までの本県は金時ニンジンの産地であったが金時ニンジンは、採種地によって形質が異るため、

昭和３４年に予選を行い良好と認められたし１１ 系統を昭和３５年に再度比較検討した。１月２５日の調査で最

も良好と認められたのは中生本紅金時と早太り博多大型金時であり、当地域の代表品種として栽培 されたが、

その後しだいに洋ニンジンに代った。

（２）４～５月どり洋ニンジンの栽培技術

　金時ニンジンが３０年代後半から逐次洋ニンジンに代り、昭和４０年にはすでに３０ ha のトンネル栽培が石井

町、国府町中心に行われていた。しかし、当時 はまた収量も低くまた収穫期を早めるよう市場からの要請も

あったので昭和３９年より品種比較、播種期、被覆保温資材など早どり品質向上のための試験を開始 した。

品種としてはチャンテネー・インプルーブドが収穫期も早く、品質も優れていた。また、１１月下旬～１２月上旬

の播種で保温性の高いビニールを使用す れば４月下旬からの収穫が可能であり、従来の５月中～下旬収穫

をさらに早めることを実証した。この洋ニンジンのトンネル栽培はさらに大型のトンネルとな り、収穫期も早まり

昭和５７年藍住町を中心約８００ ha にまで発展し徳島県の代表野菜としてさらに産地の拡大が見込まれてい

る。 

第 2表　トンネルの被覆資材と洋ニンジンの生育 

播 種 期
被覆資材

の 種 類
草　丈
( cm )

葉　数

( 枚 )
生体全重

( g )
地上部重

( g )
地下部重

( g )
根の太さ

( cm )
根　長
( cm )

可 販 根

歩合(％)
抽苔率

( ％ )
裂根率

( ％ )

11 月 20日

ポ　　リ 43.2 12.4 110.0 30.0 80.0 3.4 12.1 74.2 0 0

ﾋﾞﾆｰﾙ 44.2 13.5 147.5 37.5 110.0 3.5 14.1 92.1 0 0

ﾎﾟﾘﾈｯﾄ 41.1 15.1 145.0 40.0 105.0 4.3 13.3 69.0 0 30

12 月 5日

ポ　　リ 34.6 12.0 80.0 27.5 52.5 3.0 10.1 16.6 0 0

ﾋﾞﾆｰﾙ 42.3 14.0 110.0 37.5 72.5 3.4 11.8 57.1 0 0

ﾎﾟﾘﾈｯﾄ 44.7 12.8 115.0 35.0 8000 3.6 12.0 78.7 0 0

12 月 20日

ポ　　リ 39.1 9.4 50.0 18.2 31.8 2.5 9.0 0 0 0

ﾋﾞﾆｰﾙ 40.7 10.2 50.0 17.3 32.7 2.3 9.0 0 0 0

ﾎﾟﾘﾈｯﾄ 43.5 13.0 104.5 39.5 65.0 3.7 12.0 21.0 0 0

1 月 5日

ポ　　リ － － － － － － － － － －

ﾋﾞﾆｰﾙ － － － － － － － － － －

ﾎﾟﾘﾈｯﾄ － － － － － － － － － －

　　備考　調査月日，昭和 41年 4月 25日。1区 30株，2区平均。可販歩合の調査は 1区 50株，2区平均。 

　　　　　　根の太さは根頭部から 2cm部位を調査。根長は肥大根部だけとし，ひげ根含まず。 

　　　　　　－線は未調査 

７．レタス

　藍住試験地では食生活の変化を見越して昭和３２年レタスの春播トンネル栽培の試験を開始したが、当時

は一般の関 心もなく、展示に終っていた。しかし４０年県内でも４ ha の栽培が行われ、さらに産地化の機運が

高まっていた。このため、当時の栽培で問題になっていた、 冬どりトンネル栽培の品質低下対策についての

試験を開始した。当地では９月１日播では１２月中～下旬の収穫となりトンネル不要であるが９月５日播では１

月 上旬～２月上旬の 収穫となり、トンネルによる防寒が必要である。しかし９月１０日以後の播種では、ビニー

ルだけの保温では温度不足で結球は不十分であり、品質は低下する。 したがって２月上旬以後の収穫では

トンネルにコモ被覆が必要であるとともに日中は換気による高温防止の必要なことを明らかにした。この外マ

ルチの効果、施 肥法、育苗法、春まき栽培の品種と播種期などについて検討し、現地に普及した。

８．ハナヤサイ

　ハナヤサイも昭和３４年に作型別の適品種の選定試験を行ったが、当時はまだ現地での栽培は行われてい

なかった。しかし昭和４０年には１８ ha の栽培が行 われており市場からの要望も高まってきた。このため昭和３

４年以降新しく育成された品種生態を調査し、作型別に優良品種を選定した。極早生系としてはス ノーキン

グ、早生系では野崎早生、増田早生、中生系では房州中生、野崎中早生、晩生系では房州晩生、冬まき系

ではスノーボールＡ、スノーボールＸ、スノー ボールＹなどがよく、播種期としては極早生種は７月上旬、早生、

中生、晩生系は７月中～８月中旬、冬まきは１月上旬播種が品質、収量ともによいなどの結果 を得て栽培基

準作成の基礎資料とした。その後ハナヤサイは順調に伸び、昭和５６年度の栽培面積は１７０ ha となり、徳島

市川内町は大阪市場出荷の代表的産 地に発展している。

９．ナタマメ

　徳島県の漬物原料用特産野菜としてシロウリ、キュウリについでナタマメがある。しかしナタマメの種子は加

工業者や一部の栽培農家で採種が行われ、種苗業 界を通じての流通は行われておらず、したがって生態的

な特性も明らかにされていなかった。このため、昭和３１年より３３年まで県内で栽培されている系統を 集めそ

の特性を調査した。県内には大別して白花系、赤花系、矮性系の３系統があり草丈は白花系、赤花系が５ｍ

程度、矮性系は１ｍ程度で仔葉の大きさは白 花、赤花、矮性の順に小さくなる。１株５００～８００個のつぼみ

が着き、その４０～６０％が開花し、その１０％程度が着果する。主蔓ばかりでなく、子蔓に も着莢するなどの

特性を調査し栽培改善の資料とした。

１０．れき耕

　れき耕については昭和３９年以降実施した。第１年度は農林省で示された培養液２方法について本県での

れき質におけるキュウリ、トマトの適応性を検討した が、トマトで第１例がよくキュウリでは第２例がよかった。し

かし第１例は pHが高くなりやすいため pHの調整には注意が必要である。また培養液の濃度は キュウリでは

全期間を通じて標準液がよく、ナス、トマトでは初期半量、中期以後高濃度がよかった。またピーマンでは全

期を通じ半量区がよかった。

　昭和４０年度は低温期における生育促進法として培養液やれきの加温効果をキュウリを使用して検討した。

１月中旬の最も厳寒期の定植ではれき＋培養液加温 で４０％、培養液のみ加温で２５％、れきのみ加温では

２０％程度の増収となった。しかし２月の定植での効果は低かった。ただ培養液の加温は小型の施設では 可

能であるが、現地での大型施設では経済性の点で問題が残った。現地におけるれき耕栽培は病害の防除や

れきの消毒、培養液の管理の煩雑さや経済性の点で中 止になった。

ｌ１．採種

　昭和３０年代半ば頃からは野菜の品種改良が進み多くの品種が育成されるようになったが、試験地が設立

された当時は品種も少なく、採種量も少なく種子の供 給は不安定であった。このため一代雑種で価格が高く、

供給の不安定であった果菜類についての要望が高まり、昭和３０年より３年間スイカ、キュウリの採種を 行い、

農協を通じ生産者に配布した。キュウリは藍交相模半白、スイカは藍交富所として好評であった。その後、

キュウリ、スイカとも品種が代り種子の供給量 も豊富になったので採種を中止した。

１２．その他

（１）新資材の利・活用

　試験地の設立後は急激に各種農業資材が開発され、実用性の検討が行われた。昭和２９年にタマネギの

萠芽抑制剤としてＭＨ－３０が登場し処理期、濃度など の処理法について検討したが、実用性が認められ普

及に移した。昭和３０年にはタマネギの除草剤としてクロロＩＰＣが発売されその実用性を試験し、普及に移 し

たが、タマネギばかりでなくホウレンソウなどに利用された。昭和３５年には合成土壤改良剤（ソイラック）の試

験を実施している。 


